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1．目的 
 ヒトは空間にある目標物に対して到達運動が可能か否かを実際に運動することなく判断するこ
とができる．これは運動をせずとも運動中および運動後の自己身体位置を空間に表象できるた
めである．本研究の目的は，下肢の振り出し運動における到達距離の予測機能とその再現性が
加齢および脳損傷により，どのように変化するかを検証することである． 
2．方法 
平行棒内歩行が可能な脳卒中片麻痺患者（以下片麻痺患者）9 名（平均年齢74.22±12.06）と
健常青年 9 名（平均年齢 23±1.41）および健常老人 9 名（平均年齢 73.22±9.27）を対象とした．
測定はまず，両下肢を肩幅程度に離した静止立位から，バランスを崩したり跳んだりせずに最大
限下肢を振り出した際に到達可能と感じる距離の予測を求め，これを予測距離とした．次に，予
測距離を基準に，＋5cm，＋10cm，＋15cm，＋20cm，±0cm，－5cm，－10cm，－15cm，－
20cm の位置を算出し，それぞれの地点に到達可能か否かという問題に解答させる課題を実施
した．問題は全 45 問で，各地点が 5 問ずつ，ランダムに割り振られるよう設定した．問題の正誤
の判断は，予測距離と同じ地点および予測距離よりも近づいた地点で「到達可能」，遠ざかった
地点で「到達不可能」と回答することを正解とした．出題時は対象には閉眼を求め，回答時には
開眼を求めた．最後に，実際の到達距離を測定した．なお，振り出す下肢は，片麻痺患者は非
麻痺側とし，健常青年および健常老人は利き足とした．片麻痺患者の測定はすべて平行棒内で
行い，歩行時に T-caneなどを使用している者には平行棒を把持させ測定した．予測距離と実際
の到達距離との比較には paired t-test を用い分析した.また課題で得られた問題の正解数を
問題数で除した値を正解率とし，課題の正解率の比較には Mann-Whitney 検定を用い分析した．
なお，有意水準は 5%未満とした． 
3．結果および考察 
 予測距離と実際の到達距離の比較においては，片麻痺患者では有意差を認めたが（p<0.05），
健常青年および健常老人では有意差を認めなかった．課題の正解率の比較では，片麻痺患者
と健常青年（P<0.01），片麻痺患者と健常老人（p<0.05），健常青年と健常老人（p<0.05）におい
て有意差を認め，健常青年が最も高値を示し，次いで健常老人，次いで片麻痺患者の順であっ
た．以上の結果から，健常青年および健常老人に比べ，片麻痺患者は予測の精度とともに予測
の再現性も低下していることが示唆された．また，健常者においても加齢に伴い予測の再現性
が低下する可能性が考えられた． 
 
 
 
